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高齢化の進行，都市形態や生活形態の多様化に伴い，複雑に変化する災害や救急需
要の増大に対応するため，各種災害に迅速的確に対応できる消防救助活動体制と救命
効果の向上を目指した救急救命体制の充実を図るとともに，火災の防止及び被害の軽
減に向けた火災予防対策の充実に努めるなど，安心して暮らせるまちを目指して，市
民と連携しながら，総合的な消防・救急対策に取り組んでいる。
平成27年度は，危険物火災に対する初動体制を強化するため，化学消火機能を備えた
水槽付消防ポンプ自動車や緊急消防援助隊派遣を見据えた最新型の救助工作車等を更新
するとともに，複雑多様化する災害に対する消防警備活動能力向上のため，都市型捜索
救助活動訓練施設を整備し，各種訓練を行った。また，消防緊急通信指令システムの整備完
了等に伴い，通信指令センターの運用を開始するなど，消防通信体制の充実を図った。
救急業務については，ドクターカー運用強化を図ったほか，桜島東分遣隊に高規格
救急車を配備し，市内全ての救急隊の高規格運用を開始した。また，救急救命士の技
術向上や「気管挿管」及び「薬剤投与」が実施できる救急救命士養成のため，病院実
習等を行うとともに，市民に対して，AEDの使用法を含む救命講習の実施に努める
など，救急救命体制の充実を図った。
火災予防施策としては，平成28年７月から違反対象物公表制度をスタートさせるた
め，鹿児島市火災予防条例の一部改正を行い，対象物の違反実態の把握と管理権原者
に対する説明・是正指導に努めた。このほか「火の用心！シルバーセーフティ事業」
を展開し，高齢者を対象とした火災予防の教育・指導を行い，火災予防対策の推進に
努めた。
１ 消防力
敢 人員・車両 （平成28．４．１現在）

柑 人員・車両等内訳 （平成28．４．１現在）

桓 消防水利 （平成２8．４．１現在）

－３０７－

消

防
（
１
消
防
力
）

消 防

通 信 施 設台消 防 車 両 等人消 防 職 員
１式
１式
１式
１式
１式
１式
１式
１式
１式

消防緊急通信指令システム
無 線 設 備
緊 急 通 報 シ ス テ ム
聴覚障害者用ファックス
支 援 情 報 シ ス テ ム
災 害 状 況 案 内 装 置
安心ネットワーク１１９システム
メ ー ル１１９シ ス テ ム
位 置 情 報 通 知 シ ス テ ム

２２
４
２
２
１
1
２
１
３
1
１
２
２１
４
２１
６
１５

水槽付消防ポンプ車
消 防 ポ ン プ 車
は し ご 車
屈 折 は し ご 車
大型化学高所放水車
化 学 車
泡 原 液 搬 送 車
水 源 車
救 助 工 作 車
照 明 電 源 車
支 援 車
資 機 材 搬 送 車
ミニ消防車・防災車
指 揮 車
救 急 車
災 害 用 二 輪 車
そ の 他

１
2
２4
３３
63

１36（３）
１28（1）
１0９
３

消防局長（正監）
消 防 監
消 防 司 令 長
消 防 司 令
消 防 司 令 補
消 防 士 長
消 防 副 士 長
消 防 士
そ の 他 の 職 員

※（ ）内の数字は再
任用職員の数で外数

１０９合 計４９９合 計

配 置 車 両消 防 職 員
ポンプ車・はしご車・救急車 その他の
他 緊急自動車 車 両
消防署 １０2台 7台
消防団 ８７台 （小型ポンプ）７５台

現員数 499人

うち消防吏員 ４９6人
定数 ５０3人

消防（署）ポンプ自動車１台に対する
人 口 …………………………… １８，２９６人
世 帯 ……………………………８，３２３世帯
面 積 ………………………………１６．５９挨

消防職員１人に対する
人 口 ………………………………１，２00人
世 帯 ………………………………５４6世帯
面 積 ……………………………… １．09挨

（ （ ））

９28
（４０逢以上５３０ ４０逢未満398）防 火 水 槽６，708消 火 栓



棺 職員並びに車両配置状況 （平成２8．４．１現在）

２ 活動状況
敢 最近５カ年の火災状況

柑 原因別出火件数 （平成２7年中）

－３０８－

消

防
（
１
消
防
力
・
２
活
動
状
況
）

車 両 配 置
職員区 分

計その他救急車化学車大 型 化 学
高所放水車

はしご車
（屈折式含む）

救 助
工作車ポンプ車水 槽 付

ポンプ車
503定 数

合計
10953２１1１４３４２２499実 数
３３２１総 務 課消

防
本
部

内

訳

３２１１９警 防 課
０１８情 報 管 理 課
４４１７予 防 課
０
１
０
２
７
５
２
３
５
３
４
３
３

１

２
４
2
１
１
１
１
１
１
１

１

１
２
１
２
１
１

１
１

１
１
１

１

１

１
２
１

１
１

３
２
２
６
３０
２２
１２

１９（２）
２０
１６
２０
９
９

庶 務 係
警防第一係
警防第二係
予防指導係
中 央 本 署
南 林 寺
名 山
上 町
吉 野
吉 田
甲 南
桜 島 東
桜 島 西

中
央
消
防
署

消

防

署

０
１
０
１
９
３
３
２
３
３

１

１
４
１
１
１
１
１

２
１

１
１

１１１
１
２
１
１
１

３
２
２
２
３６
２０
１４
１２

15（2）
１６

庶 務 係
警防第一係
警防第二係
予防指導係
西 本 署
伊 敷
明 和
田 上
松 元
郡 山

西
消
防
署

０
１
０
２
9
３
４
４
６
７

１

２
4
１
１
２
４
2

１

２

１
２

１

１

１１

１

１
２
１
２
１
１

３
２
２
３
３６
１２
２０
１２
２２
２０

庶 務 係
警防第一係
警防第二係
予防指導係
南 本 署
谷 山
谷 山 北
脇 田
郡 元
喜 入

南
消
防
署

※職員（ ）内の数字は再任用職員の数で外数

27２６２５２４２３年区 分
100９４１０７１３４１３６建 物

出
火
件
数

2０１０１林 野
19２１１４１７１９船 舶 ・ 車 両
４５４５７２４６５９そ の 他
166１６０１９４１９７２１５計
86１０６１００１３６１２４り 災 世 帯

り
災
状
況

204２５２２３１３３０２７２り 災 人 員
23３９３５４３３６焼 損 棟 数（ 全 半 焼 ）

2，658３，３３９３，５５９３，９８１３，２２６建 物 焼 損 床 面 積 （ ㎡ ）
6０１００林 野 焼 損 面 積 （ ａ ）

119，956２０７，２５２１６８，２９２２０９，８５８２１９，６８９損 害 額（千円）

件数原 因 別件数原 因 別
4焼 却 炉29こ ん ろ
3風 呂 か ま ど26放 火 （ 疑 い 含 む ）
3排 気 管19た ば こ
2マ ッ チ ・ ラ イ タ ー17電 気 関 係
2か ま ど14た き 火
27そ の 他5火 あ そ び
10不 明 ・ 調 査 中5ス ト ー ブ
166計



桓 予防査察件数 （平成２7年度）

棺 救急活動状況

救急車１６台（全て救急救命士運用隊） 非常用救急車５台（平成２8．４．１現在）
南林寺１台，上町１台，吉野１台，吉田１台，甲南１台，桜島東１台，

配置箇所 桜島西１台，西本署１台，伊敷１台，松元１台，郡山１台，南本署１台，
谷山北１台，郡元１台，喜入１台，救急ステーション（市立病院）１台
（非常用：吉野１台，甲南１台，西本署１台，谷山北１台，喜入１台）

救急隊員 ９８名
活動状況 （平成27年中）

３ 防災対策
敢 消防警備対策

建築物の構造，地理水利の状況，消火・延焼・人命危険等の各要素を消防的見地から
総合的に判断し，火災が発生した場合に人命危険が高く，また，消防警備活動上困難が
予想される地域等について，毎年１回以上の実態調査を行い，予防査察や訓練を行うと
ともに，防火指導を実施して関係者や住民の防火意識の高揚を図っている。

－３０９－

消

防
（
２
活
動
状
況
・
３
防
災
対
策
）

停車場等浴場等
美術館

図書館等
学 校

幼稚園
福祉施設
病院等

共 同

住宅等

ホテル

旅館等

マーケット

百貨店等

飲食店
遊技場
キャバレー等

集会場

興業場等

対象物

区分

839172051，0905，74596665397255対象物数

542173681，2133，256186515462222査察延数

63108100180111571947711687査察率（％）

計
危険物

関 係
アーケード文化財

複 合 用 途事業所

その他

倉 庫

駐車場等

工 場

作業場等

神 社

教会等

対象物

区分 ロイ

18，4151，2031433，4002，1321，289820924113対象物数

13，696769141，6５42，1781，165778740121査察延数

7464713349102909580107査察率（％）

兼
献
牽
献
献
験

券
献
献
献
献
鹸

搬 送 人 員搬送件数出場件数区分
事故種別 女男計

1210221980火 災
2225自 然 災 害

257710水 難
8651，2342，0991，9392，137交 通 事 故
17141158158176労 働 災 害
27130157154159運 動 競 技

1，8771，5903，4673，4573，673一 般 負 傷
4565110106127加 害
14686232232326自 損 行 為
7，8387，77515，61315，59517，236急 病
1，8891，7693，6583，6574，201そ の 他
12，71812，80725，52525，32628，130合 計



柑 中高層建築物対策

中高層建築物に対する消防体制として，はしご車４台を三署に配備している。ま
た，建築設計のときから安全避難及び救助その他の消防活動等を有効に確保するため
の指導を行うとともに，定期的に中高層建築物調査や消防警備査察を実施し建物の状
況把握に努めている。さらに，消防総合訓練研修センターの高所訓練塔や実地の建物
を使用して伸梯訓練や救助訓練等を行うとともに，はしご車等を配置している各署の
隊員に対し，はしご車等要員研修を行い，隊員の能力向上を図っている。

４階以上の建築物状況 （平成28．４．１現在）

桓 危険物火災対策

危険物火災対策として化学消防車１台，大型化学高所放水車１台，化学機能付水槽
付消防ポンプ自動車１台，泡原液搬送車２台，資機材搬送車２台と泡放射器材を装備
した車両25台の計32台があり，泡原液の保有量は59．46旭である。災害規模の大きな
非常事態の場合，消防相互応援協定等に基づき，化学消防車および泡原液等を集結さ
せる。これらの危険物施設に対しては積極的に消防演習や訓練を実施するとともに，
定期的に消火薬剤の放射訓練などを行っている。

油槽所別数量表 （平成28．４．１現在）

－３１０－

消

防
（
３
防
災
対
策
）

計１１階以上１０階９階８階７階６階５階４階

６，79３２６9１72１４7３０5３６6５８02，007２，９47

数量（旭）タンク数種 別区 分

３９，８５７１４第一石油類

谷 山 港 一 丁 目 ４８，２３１１４第二石油類

２７，３４６１１第三石油類

５００１第二石油類
浜 町

１，６００２第三石油類

７，３９7，9２７６１第一石油類喜 入

７，５１５，４６１１０３合 計



４ 消防団
敢 消防団員の定数及び報酬 （平成28．４．１現在）

柑 消防団員の年齢 （平成28．４．１現在）

桓 消防団員の勤続年数 （平成28．４．１現在）

棺 保有機材 （平成28．４．１現在）
水槽付消防ポンプ車２台，消防ポンプ車１８台，団指令車１台，小型動力ポンプ積載
車６４台，ミニ消防車（小型動力ポンプ積込）２台，小型動力ポンプ９台

５ 職員・団員の処遇
敢 賞じゅつ金等

消防吏員及び団員は，消防業務を遂行するに当たって，危険な場面に遭遇してもそ
の任務を遂行しなければならないが，この職務遂行に当たって，後顧の憂いなく，業
務に専念できるようにこの制度が設けられた。職務を遂行したことによって，死亡又
は身体に障害が存することとなった場合にこの賞じゅつ金等を支給する。

－３１１－

消

防
（
４
消
防
団
・
５
職
員
・
団
員
の
処
遇
）

報 酬（年額）現員数定 数区 分階 級

８６，３００円１人１人団 長
６８，８００１０１０副 団 長
６２，２００７２７４分 団 長
４０，７００７１７１副 分 団 長
３８，７００118１２５部 長
３７，７００272３０７班 長
３６，７００936９３３団 員

１，４８0１，５２１計

１ 庶務担当者 月額３，２００円
２ 機関整備担当者 月額３，０００円そ の 他 報 酬

上記報酬以外に費用弁償として
・水火災，警戒，訓練に従事した場合 １回につき６，４００円（軽作業３，２００円）

平均年齢６０歳以上５５歳以上
６０歳未満

５０歳以上
５５歳未満

４５歳以上
５０歳未満

４０歳以上
４５歳未満

３５歳以上
４０歳未満

３０歳以上
３５歳未満

２５歳以上
３０歳未満

２０歳以上
２５歳未満

１８歳以上
２０歳未満団員数

４９．５歳37519616518221617810642182１，４８0人

平均勤続

年 数
３０年以上２５年以上

３０年未満
２０年以上
２５年未満

１５年以上
２０年未満

１０年以上
１５年未満

５年以上
１０年未満５年未満団員数

１４．８年195116154191232274318１，４80人



（注）①賞じゅつ金支給対象の場合は，見舞金が併給される。
②殉職者特別賞じゅつ金を支給する場合は殉職者及び障害者賞じゅつ金は
支給しない。

柑 団員の退職報償金

国の定める基準に従い消防団員退職報償金条例を制定し支給している。
（平成28．４．１現在）

－３１２－

消

防
（
５
職
員
・
団
員
の
処
遇
）

１，５００万円…殉 職 者 特 別 賞 じ ゅ つ 金
最低 ４５０万円１，１４０万円…最高殉 職 者 賞 じ ゅ つ 金
最低 １８万円９００万円…最高障 害 者 賞 じ ゅ つ 金

１，５００万円…死 亡 見 舞 金
最低 ３６万円１，５００万円以下…障 害 見 舞 金

勤 務 年 数
階 級

３０年以上２５年以上
３０年未満

２０年以上
２５年未満

１５年以上
２０年未満

１０年以上
１５年未満

５年以上
１０年未満

９７９，０００円７７９，０００円５９４，０００円４５９，０００円３４４，０００円２３９，０００円団 長

９０９，０００７０９，０００５３４，０００４２９，０００３２９，０００２２９，０００副 団 長

８４９，０００６５９，０００５１３，０００４１３，０００３１８，０００２１９，０００分 団 長

８０９，０００６２４，０００４７８，０００３８８，０００３０３，０００２１４，０００副 分 団 長

７３４，０００５６４，０００４３８，０００３５８，０００２８３，０００２０４，０００部長及び班長

６８９，０００５１９，０００４０９，０００３３４，０００２６４，０００２００，０００団 員


